
 

土木学会継続教育プログラム（平成２６年度）の御案内 

 
プログラム （行事コード：24404） ： 平成 26 年 11 月 7 日(金) 

『施工計画講習会「施工計画のポイントと CIM への取り組み」』 
 

 

主   催 ： （公社）土木学会 

 （担当：構造工学委員会・継続教育小委員会） 
共   催 ： （一社）建設コンサルタンツ協会関東支部 
 （一社）日本橋梁建設協会 
 （一社）日本建設業連合会 
  （一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会 
開 催 日 ： 平成 26 年 11 月 7 日（金） 
場    所 ： 土木学会「土木会館」 2F「講堂」 
  新宿区四谷 1 丁目無番地 外濠公園内 

 JR 中央線「四谷駅」下車、徒歩 3 分 
定   員 ： 100 名 
ＣＰＤ単位： 6.2 単位 

参 加 費 ： 会員 6,000 円、非会員 7,000 円、学生 3,000 円 

テキスト  ： 講演概要を冊子で配布します。 
申込方法 ： 土木学会ホームページよりお申し込みいただくか、

別紙「本部行事参加申込書」で土木学会行事担当宛

に申し込んで下さい 

   学会ＨＰの URL 

    http://www.jsce.or.jp/event/active/information.asp 

申込締切 ： 平成 26 年 10 月 27 日（月）（定員に余裕がある場合

には当日会場で受付します） 

 

 

 
 
 

【講習会の内容】 

近年の社会情勢、経済情勢から、構造物の建設に際して「構造物の品質を確保し、安全で経済的な」施工を行うことが求め

られています。そのためには、仮設構造物を適切に計画することが重要ですが、未だ大部分を現場技術者の経験に頼って計

画されているのが現状で、これまで得られた経験・技術を継承していく必要があります。 

一方、計画・設計から施工、維持管理までの情報を一元管理する CIM への取り組みが、国土交通省主導のもと進んでおり、

今後の施工計画には情報化施工がより必要になってきます。品質・安全の確保、プロジェクト全体の効率化のために、設計情

報を正確に把握して適切な計画を行うとともに、施工時で得られた情報をフィードバックして記録し、維持管理に引き継ぐことが

求められます。 

本講習会では、技術者が適切に仮設構造物を計画・施工することができるよう、実務で陥りやすいミスや注意点を交え、地盤

の評価、土留め工・仮締切りの計画について解説します。 また、昨今の情報化施工への取り組みを、事例とともに紹介し、目

指すべき方向、実際直面している課題について解説します。 

 
 
 
 

 9：00～ 9：10 開会挨拶 継続教育小委員会委員長 岩崎 英治 
 9：10～10：30 地盤の基礎知識 鹿島建設㈱ 坂梨 利男 
 10：40～12：00 土留め工・仮締切りの計画と施工 清水建設㈱ 三木 浩 
 12：00～13：00 （昼 食） 
 13：00～14：00 土木技術者の倫理 倫理・社会規範委員会 教育小委員会  

 14：00～14：50 国土交通省の情報化施工に対する取り組み(仮) 国土交通省大臣官房 白土 正美 
 15：00～15：50 CIM に対する取り組み例（設計）(仮)    大日本コンサルタント㈱ 和泉 繁 
 16：00～16：50 CIM に対する取り組み例（施工）(仮) ㈱大林組 杉浦 伸哉 

 16：50～17：00 閉会挨拶 継続教育小委員会幹事 篠原 修二 
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